
庁議の概要

開催日 令和３年 11 月 29 日（月）

◎項 目

１ マイナンバーカードの取得勧奨について【総務部】

２ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】

◎内 容

１ マイナンバーカードの取得勧奨について【総務部】

総務部より、マイナンバーカードの取得勧奨について説明が行われた。

（総務部）

令和３年９月末時点の県職員のマイナンバーカードの取得率は、知事部局で 60.2％、

県職員全体では 57.3％である。マイナポイント事業も国の補正予算の中で見えてきてい

る。引き続き、マイナンバーカードの取得に向けて職員への勧奨をお願いする。

２ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】

各部局等の今週の動きに関する資料を配付の上、各部局等による概要説明及び協議が

行われた。

＜主な協議の概要＞

○ 第２回高知工科大学新学群検討会について

（文化生活スポーツ部）

11 月 30 日、第２回高知工科大学新学群検討会を開催する。第２回から第４回までの

３回に分けて、各分野の方々からデジタル化やＤＸの状況、新学群の必要性や効果、期

待、あるいは育成してほしい人材像などについて順次ヒアリングを実施する。

○ 軽石の状況について

（水産振興部）

11 月 19 日足摺岬沖南南西約 30 ㎞の海上で、21 日足摺岬沖南方約 30 ㎞の黒潮牧場付

近で軽石とみられるものが漂流しているのを漁業者が目撃したとの情報が入った。また、

同所付近では同月 21 日、24 日にも目撃情報が入っている。同月 27 日には、第５管区海

上保安本部が航空機で室戸岬沖約 180 ㎞の地点で軽石とみられるものを確認した。

同月 26 日にジャムステックが公表したシミュレーションでは、12 月中旬頃、軽石が

足摺岬沖から北上すると予測されている。沿岸への漂着時の準備として、関係機関と連

携しオイルフェンスの現状と展張位置について確認を行った。また、全日本漁港建設協

会高知県支部と漂着時の対応協力について確認を行ったところである。引き続き情報収

集、漁業者への注意喚起に努めるとともに、漂着時の準備についてしっかりと進めてい

く。

○ 知事

先週末に国の補正予算が閣議決定された。年明け早々から事業に着手すべき必要のあ

るものは、追加提案として 12 月議会に諮る。通常の議案の準備と並行して作業を行う必

要があるが、補正予算の性格上、急ぎでやらなければならないものである。各部局にお

いては、しっかりと対応をお願いする。


